




自由研究で調べたこと、分かったこと、考えたこと

６年前の2015年9月に鬼怒川（きぬがわ）が氾濫（はんらん）したときに、常総（じょう

そう）市で起きた水害のことを調べてまとめてくれました。

大雨によって川があふれそうなときに「避難指示（ひなんしじ）」などが出されても、人

びとが避難（ひなん）をしなかったり、お店を開けていたことが分かり、被害（ひがい）

をへらすためにハザードマップを確認（かくにん）する必要があると考えたそうです。

家族で話し合ったこと

大雨の時には近くの水路や川が危険（きけん）なので近づかないこと、いざという時には

上郷小学校に避難（ひなん）することを話し合い、レポートにまとめてくれました。

研究員からのコメント

愛星さんが小学校に入る前に起きた水害のことですが、よく調べてまとめています。特に、

被害（ひがい）にあった人びとの行動について調べて、自分ならどうするかを考えた点が

大変良かったです。

６年前の水害では鬼怒川（きぬがわ）があふれましたが、愛星さんの住む小貝川の東側で

も洪水（こうずい）が起きたことがあります。もしも機会があれば小貝川の昔の水害につ

いて調べてみたり、よく知っている人に話を聞いてみるのも良いかもしれません。


